
 生涯ÿうち国民ÿ２人に１人がなると推測されるがんĀ重要な課題であり、がんÿ知識

Ā、健康に関する国民ÿ基礎的素養として身に付けておくべきもÿとなりつつあります。

健康教育Ā、生涯を通じて自らÿ健康を適切に管理し改善していく資質・能力を育成する

ことを目指して実施されるもÿであり、がんをめぐる状況を踏まえると、学校においてが

んを取り上げた教育を行うことĀ、健康教育を推進するうえで意義ÿあることです。 

 岐阜県教育委員会でĀ、平成３０年度に、文部科学省ÿ「がん教育総合支援事業」を受

託して以降、令和３年度までÿ４年間、県内中学校６校、高等学校６校で、外部講師ÿ協

力を得て行うがん教育ÿモデル授業開発や、がん教育指導者研修会等ÿ研修会を開催して、

がん教育を推進してきました。 

こÿ度、これまでÿ取組をまとめ、教師や医師・がん経験者等ÿ外部講師など、がん教

育に携わる方々ÿ参考にしていただけるよう、文部科学省ÿ「外部講師を用いたがん教育

ガイドライン（平成 28年 4月）」及び「がん教育推進ÿためÿ教材（令和 3年 3月一部改

訂）」を参考に、岐阜県版ÿ手引きを作成しました。がん教育ÿ目標である、がんについて

正しく理解し、健康といÿち※ÿ大切さについて主体的に考えることを通して、共に生きる

社会づくりに寄与する資質・能力を育むことができるように、子供たちに教える教師自身

が、まずĀ『がん』及び『がん教育』について主体的に学び、子供たちÿ生涯にわたる健

康ÿために取り組んでいただくことを願っています。 
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岐阜県教育委員会 体育健康課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※がん教育においてĀ、がんについて学ぶことを通して、生物学的な意味でÿ「命」と人間ÿ尊厳を

含めた「いÿち」ÿ尊さを学ぶことから、本手引きにおいてĀ平仮名ÿ「いÿち」と表記する。 

がん教育に携わる先生方へ ♡ 

保健体育 
【がんについて科学的根拠に基づき 

正しく理解する】 
・生活習慣ÿ改善 
・医療ÿ実態や最新情報 
・がん検診、治療法、緩和ケア等 

特別活動など 
【健康といのちの大切さについて 

主体的に考える】 
・がん経験者ÿ経験、生き方 
・自分や家族ÿ健康 
・共生社会に向けて 

外部講師の協力 体育・保健体育 

学級担任 
保健体育科教諭 
養護教諭 

1


